編集後記・奥付 by unknown
☆掲載論文の無断転載を禁じます。 学
　
苑
　
九百五十一号
　
定
　
価
　
八八〇円（本体八〇〇円）
　
購読料
　
一カ年分
　
一〇五六〇円
　　 　
  （本体
　
九六〇〇円）
　
令和元年十二月二十日
　
印刷
　
令和二年一月一日
　
発行
編集発行人
　　
烏
　
谷
　
知
　
子
印
　
刷
　
所
　　
三
　　
 　
秀
　　
  　
舎
発行所
　
昭
 和
 女
 子
 大
 学
　　　　
  　　
近
 代
 文
 化
 研
 究
 所
〒154
-8533　
東京都世田谷区太子堂
　　　
　　　　　　　　
一ノ七ノ五七
電話
　
03（三四一一）五三〇〇
　　　
編
　
集
　
後
　
記
　
八月一〇日以降、日本文学関係の主要な学会のＨＰには、同じ文言の見解が掲載された。
「 「高等学校国語・新学習指導要領」に関する見解」である。日本文学関連学会連絡協議会所属の一六団体の連名によるもので、選択科目が「論理国語」 「文学国語」に分かれることを受け、文学軽視への危惧を示している。その後も、各種のメディア、文芸誌の特集号などが、引き続きこの内容を取り上げている。この学習指導要領の改訂、そして新たに始まる大学入学共通テストで、国語の記述式問題の導入が見送られたことなどで 二〇一九年は国語という教科でどのような力を育むのかが議論された一年ではなかっただろうか。　
従来の国語教育を受けてきた者にとって 「文学国語」や「論理国語」という科目名に、
違和感を持つこ は否めない。しかし一方で、論理的な文章を書く力の乏しい学生がいることも現実としてある。この新たな学習指導要領のもとで、国語の授業を担う教師をどのように養成するのか。国語の 育んだ力を、現代社会におけ 課題解決にどう活 すのか。現場だけではなく、教員養成に関わる大学教員もまた、自らの問題として捉え、検討していく が必要であろう。そしてそれは、自身 研究 社会や教育にどう還元するのかについての答えともなろう　
さて、二〇一九年度『日本文学紀要』には、古典文学五編、近代文学一編、日本語学一
編の全七編の研究論文を収めた。本号では若手の先生のご寄稿もあり お忙 中で研究成果をまとめてくださった先生方に改め 謝意 表したい。なお 二〇二〇年は本学創立百周年にあたり、 『日本文学紀要』としても節目の年と る 次号がより充実した内容の一冊となるように努めていきたい。最後 この一冊をまとめ上げるためにご尽力い だいた編集室の方々に篤く御礼申し上げる。
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